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研究⽬的 ⽇本語とマレー語のバイリンガル児 → どのように２つの⾔語を獲得？
２⾔語同時習得過程を記録・分析するケーススタディ 対象＝⽇-⾺バイリンガル児（４歳=A1・２歳=A2）２名

研究⽅法 ①絵本場⾯と⾃由遊び場⾯
→ ⾃然談話収録・⽂字化

②保育者による語彙出現メモ
③ JCDIs=⽇本語マッカーサー

乳幼児⾔語発達質問紙
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研究結果 「混⽤」「⼲渉」を観察

混⽤： 語彙レベルでのミキシング
A1：今，make 中
A1：じゃあ私がtolong chabuするね
A2：bintang ⾒て
A2： ijahとkuningのガッチャね
A2： ◯◯君,mandi終わった

語彙不⾜→借⽤した上で混⽤
マレー語動詞：変化しない

→借⽤しやすい
聞き⼿による使い分け

⼲渉： 統語レベルでのミキシング
⾍除けのキティちゃん買ってね A1

⭕キティちゃんの⾍除け買ってね
○○（名前）の⾚ちゃん A1

⭕⾚ちゃんの○○（名前）
ブーブのijah A2

⭕ ijah のブーブ

修飾・被修飾の語順→マレー語
この他の⼲渉・・・観察×

優勢⾔語 ：⽇本語
少数派⾔語：マレー語

謝辞
本研究は宇都宮⼤学⼯学部若⼿萌芽的
研究助成を受けたものである.


